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研修を行うにあたって

afterコロナを見据えて

withコロナを考えて

・主体的・対話的で深い学び

・関わり合い，集団達成の喜び

・ソーシャルディスタンス

・運動や授業形態による距離の取り方，使い分け

・マスクの着脱

・うがい，手洗い，手指の消毒

参照：コロナ禍における体育、保健体育の教師用指導資料（スポーツ庁）

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/jsa_00001.htm
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内容及び内容の取扱いの改善（小学校）

低学年については，新たに領域名を「体つくりの運動遊び」とし，
内容を 「体ほぐしの運動遊び」及び「多様な動きをつくる運動遊び」
で構成した。
中学年については，従前どおり領域名を「体つくり運動」とし，内
容を 「体ほぐしの運動」及び「多様な動きをつくる運動」で構成した。
高学年については，従前どおり領域名を「体つくり運動」とし，内
容を 「体ほぐしの運動」及び「体の動きを高める運動」で構成した。
また，「体の動きを高める運動」については，体の柔らかさ及び巧
みな動きを高めることに重点を置いて指導することを，従前どおり
「内容の取扱い」に示した。

なお，「体つくりの運動遊び」及び「体つくり運動」については，２学
年間にわたって指導することを，従前どおり「内容の取扱い」に示し
た。



「体つくり運動」については，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに，健康

や体力の状況に応じて体力を高める必要性を認識させ，学校の教育活動全体や実生活
で生かすことができるよう改善を図ることとした。
具体的には，「体ほぐしの運動」において，第１学年及び第２学年では，「心 と体の関係
に気付き，体の調子を整え，仲間と交流するための手軽な運動や律動的な運動を行うこ
と」を改め，「手軽な運動を行い，心と体との関係や心身の状態に気付き，仲間と積極的
に関わり合うこと」とした。第３学年では， 「心と体は互いに影響し変化することに気付き，

体の状態に応じて体の調子を整え，仲間と積極的に交流するための手軽な運動や律動
的な運動を行うこと」 を改め，「手軽な運動を行い，心と体は互いに影響し変化することや
心身の状態に気付き，仲間と自主的に関わり合うこと」を内容として示した。
また，従前，「体力を高める運動」として示していたものを，第１学年及び第２学年で「体
の動きを高める運動」，第３学年で「実生活に生かす運動の計画」として新たに示した。
なお，引き続き，全ての学年で履修させることとするとともに，「指導計画の作成と内容
の取扱い」に，授業時数を各学年で７単位時間以上を配当することを示した。 また，体

育分野と保健分野の相互の関連を図るため，引き続き，「ストレスへの対処」など保健分
野の指導との関連を図った指導を行うものとした。

内容及び内容の取扱いの改善（中学校）



内容及び内容の取扱いの改善（高等学校）

「体つくり運動」については，生徒の運動経験，能力，興味，関心等の多様化の現
状を踏まえ，体を動かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに，健康や体力の状況
に応じて自ら体力を高める方法を身に付けさせ，地域などの実社会で生かせるよう
改善を図った。
具体的には，「体ほぐしの運動」において，「心と体は互いに影響し変化する ことに

気付き，体の状態に応じて体の調子を整え，仲間と積極的に交流するための手軽な
運動や律動的な運動を行うこと」を改め，「手軽な運動を行い，心と体は互いに影響
し変化することや心身の状態に気付き，仲間と主体的に関わり合う こと」を内容とし
て示した。なお，「調子を整える」ことは，「実生活に生かす運動の計画」の際の，体
の柔らかさを高める運動等で取り上げることとした。
また，従前「体力を高める運動」として示していたものを，体力の必要性を認識し，
日常的に継続して高める能力の向上が重要であることから，「実生活に生かす運動
の計画」として新たに示した。
なお，「保健」との関連を図った指導を充実する観点から，「内容の取扱い」 に，「保
健」における精神疾患の予防と回復などの内容との関連を図ることを引き続き示し
た。 また，引き続き，各年次において全ての生徒に履修させることとし，指導内容の
定着がより一層図られるよう，「各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い」
に，授業時数を「各年次で７～10単位時間程度」を配当することを示した。



旧 新

小学校
第１・２学年

体つくり運動
・体ほぐしの運動
・多様な動きをつくる運動遊び

体つくりの運動遊び
・体ほぐしの運動遊び
・多様な動きをつくる運動遊び

小学校
第３・４学年

体ほぐしの運動
多様な動きをつくる運動

体ほぐしの運動
多様な動きをつくる運動

小学校
第５・６学年

体ほぐしの運動
体力を高める運動

体ほぐしの運動
体の動きを高める運動

中学校
第１・２学年

体ほぐしの運動
体力を高める運動

体ほぐしの運動
体の動きを高める運動

中学校
第３学年

体ほぐしの運動
体力を高める運動

体ほぐしの運動
実生活に生かす運動の計画

「新学習指導要領における体つくり（の）運動（遊び）」小・中

幼小の接続
を考え児童に
とって楽しい運
動遊びである
よう「遊び」で統
一された。

名称が変更
になり，計画を
立てるというこ
とがより明確化
された。

「それらを組み
合わせて運動
の計画に取り
組むこと」

↓

「それらを組み
合わせること」

組み合わせ方
を学ぶ

・「多様な動きをつくる運動（遊び）」で経験したり学習したりした体の動きを、効率よく
組み合わせたり、バランスよく組み合わせたりして、総合的に体の動きを高め、調和
のとれた体力の向上が意図されている。児童生徒が自己の体力の向上を、体の基
本的な動きを高めることと捉えることができるようにする。
・中学校との接続を考慮。トレーニングや体力テストの数値の向上が目的ではない。



旧 新

中学校
第１・２学年

Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 体力を高める運動

Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 体の動きを高める運動

中学校
第３学年

Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 体力を高める運動

Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 実生活に生かす運動の計画

高等学校
Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 体力を高める運動

Ａ 体つくり運動
ア 体ほぐしの運動
イ 実生活に生かす運動の計画

体つくり運動（中・高等学校）

8

「健康の保持増進や調和のとれた体力の向上を図るための運動の計画を立て
て取り組むこと」を重視



体ほぐしの運動（遊び）の体系化
校種 学年 指導内容 例示

小
学
校

１・２
学年

体ほぐしの運動
遊びでは，手軽
な運動遊びを行
い，心と体の変化

に気付いたり，み
んなで関わり合っ
たりすること。

○ 伸び伸びとした動作で新聞紙やテープ，ボール，なわ，体操棒，
フープといった操作しやすい用具などを用いた運動遊びを行うこと。

○ リズムに乗って，心が弾むような動作で運動遊びを行うこと。
○ 動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走ったりする運動遊び
を行うこと。

○ 伝承遊びや集団による運動遊びを行うこと。

３・４
学年

体ほぐしの運動
では，手軽な運
動を行い，心と体
の変化に気付い
たり，みんなで関
わり合ったりする
こと。

○ 伸び伸びとした動作でボール，なわ，体操棒，フープといった用具
などを用いた運動を行うこと。

○ リズムに乗って，心が弾むような動作で運動を行うこと。
○ 動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走ったりする運動を行う
こと。

○ 伝承遊びや集団による運動を行うこと。

５・６
学年

手軽な運動を
行い，心と体との
関係に気付いた
り，仲間と関わり
合ったりすること。

○ 伸び伸びとした動作で全身を動かしたり，ボール，なわ，体操棒，
フープなどの用具を用いた運動を行ったりすること。

○ リズムに乗って，心が弾むような動作での運動を行うこと。
○ ペアになって背中合わせに座り，互いの心や体の状態に気付き合
いながら体を前後左右に揺らすなどの運動を行うこと。

○ 動作や人数などの条件を変えて，歩いたり走ったりする運動を行う
こと。

○ グループや学級の仲間と力を合わせて挑戦する運動を行うこと。
○ 伝承遊びや集団による運動を行うこと。

＜関連＞
保健

心の健康



体ほぐしの運動の体系化
校種 学年 指導内容 例示

中
学
校

１・２
学年

手軽な運動を
行い，心と体との
関係や心身の状

態に気付き，仲
間と積極的に関
わり合うこと。

・ のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して，気
付いたり関わり合ったりすること。
・ リズムに乗って心が弾むような運動を行うことを通して，気付いたり
関わり合ったりすること。
・ 緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行うことを通して，気
付いたり関わり合ったりすること。
・ いろいろな条件で，歩いたり走ったり跳びはねたりする運動を行うこ
とを通して，気付いたり関わり合ったりすること。
・ 仲間と動きを合わせたり，対応したりする運動を行うことを通して，気
付いたり関わり合ったりすること。
・ 仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を
行うことを通して，気付いたり関わり合ったりすること。

３
学年

手軽な運動を
行い，心と体は互
いに影響し変化
することや心身
の状態に気付き，
仲間と自主的に
関わり合うこと。

第３学年では，以下の例などから運動を組み合わせ，ねらいに合うよ
うに構成して取り組み，実生活にも生かすことができるようにする。
・ のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して，気
付いたり関わり合ったりすること。
・ リズムに乗って心が弾むような運動を行うことを通して，気付いたり
関わり合ったりすること。
・ 緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行うことを通して，気
付いたり関わり合ったりすること。
・ いろいろな条件で，歩いたり走ったり跳びはねたりする運動を行うこ
とを通して，気付いたり関わり合ったりすること。
・ 仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を
行うことを通して，気付いたり関わり合ったりすること。

＜関連＞
保健

心身の機能の発
達と心の健康



体ほぐしの運動の体系化
校種 学年 指導内容 例示

高
等
学
校

入学
年次

手軽な運動
を行い，心と
体は互いに
影響し変化
することや心
身の状態に
気付き，仲間
と自主的に関
わり合うこと。

入学年次では，以下の例などから運動を組み合わせ，ねらいに合うよう
に構成して取り組み，実生活にも生かすことができるようにする。
・ のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して，気付い
たり関わり合ったりすること。
・ リズムに乗って心が弾むような運動を行うことを通して，気付いたり関わ
り合ったりすること。
・ 緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行うことを通して，気付い
たり関わり合ったりすること。
・ いろいろな条件で，歩いたり走ったり飛び跳ねたりする運動を行うことを
通して，気付いたり関わり合ったりすること。
・ 仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を行う
こと を通して，気付いたり関わり合ったりすること。

その
次の
年次
以降

手軽な運動
を行い，心と
体は互いに
影響し変化
することや心
身の状態に
気付き，仲間
と主体的に関
わり合うこと。

その次の年次以降では，以下の例などから運動を組み合わせ，ねらいに
合うように構成して取り組み，実生活にも生かすことができるようにする。
・ のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して，気付い
たり関わり合ったりすること。
・ リズムに乗って心が弾むような運動を行うことを通して，気付いたり関わ
り合ったりすること。
・ 緊張したり緊張を解いて脱力したりする運動を行うことを通して，気付い
たり関わり合ったりすること。
・ いろいろな条件で，歩いたり走ったり飛び跳ねたりする運動を行うことを
通して，気付いたり関わり合ったりすること。
・ 仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を行うこ
とを通して，気付いたり関わり合ったりすること。

＜関連＞保健
「現代社会と健康」

「精神疾患の予防と回復」



体への気付き 友達との関わり

★生理的・機能的な状態
・すぐに息が切れる
・心臓がドキドキする
・体が柔らかくなった
★心に及ぼす効果
・気分がすっきりする

★コミュニケーション能力
・仲間を思いやる心
・対立を修復する力

運動の
楽しさ・心地よさ

心と体の解放
運動への

スイッチ・オ
ン

技能は評価しない

体ほぐしの運動（遊び）のねらい

ねらいは２つ
気付き・関わり合い

清田（2019）を改変



多様な動きをつくる運動（遊び）・体の動きを高める運動の体系化

年 指導内容 例示

１
・２
学
年

体のバランスをと
る動き，体を移動
する動き，用具を
操作する動き，力
試しの動きをする
こと。

（ｱ） 体のバランスをとる運動遊び
○ 回る ○ 寝転ぶ，起きる○ 座る，立つ ○ 体のバランスを保つ

（ｲ）体を移動する運動遊び
○ 這う，歩く，走る ○ 跳ぶ，はねる ○ 一定の速さでのかけ足

（ｳ） 用具を操作する運動遊び
○ 用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，転がす ○ 用具をくぐる
○ 用具を運ぶ ○ 用具を投げる，捕る ○ 用具を跳ぶ ○ 用具に乗る

（ｴ）力試しの運動遊び
○ 人を押す，引く動きや力比べをする ○ 人を運ぶ，支える

３
・４
学
年

体のバランスをと
る動き，体を移動
する動き，用具を
操作する動き，力
試しの動きをし，そ
れらを組み合わ
せること。

（ｱ） 体のバランスをとる運動
○ 回る ○ 寝転ぶ，起きる ○ 座る，立つ ○ 渡る ○ 体のバランスを保つ

（ｲ）体を移動する運動
○ 這う，歩く，走る ○ 跳ぶ，はねる ○ 登る，下りる ○ 一定の速さでのかけ足

（ｳ）用具を操作する運動
○ 用具をつかむ，持つ，降ろす，回す ○ 用具を転がす，くぐる，運ぶ
○ 用具を投げる，捕る，振る ○ 用具を跳ぶ ○ 用具に乗る

（ｴ）力試しの運動
○ 人を押す，引く動きや力比べをする ○ 人を運ぶ，支える
○ 物にぶら下がる

（ｵ）基本的な動きを組み合わせる運動
○ バランスをとりながら移動する ○ 用具を操作しながら移動する
○ 用具を操作しながらバランスをとる

５
・６
学
年

ねらいに応じて，
体の柔らかさ，巧
みな動き，力強い
動き，動きを持続
する能力を高める
ための運動をする
こと。

（ｱ） 体の柔らかさを高めるための運動
〇 徒手での運動 〇用具などを用いた運動

（ｲ）巧みな動きを高めるための運動
〇 人や物の動き，場の状況に対応した運動
〇 用具などを用いた運動

（ｳ） 力強い動きを高めるため運動
〇 人や物の重さなどを用いた運動

（ｴ） 動きを持続する能力を高めるための運動
〇 時間やコースを決めて行う全身運動

＜重点＞
柔らかさ
巧みさ



多様な動きをつくる運動（遊び）パンフレット

（文部科学省）

小学校体育（運動領域）指導の手引

～楽しく身に付く体育の授業～

（スポーツ庁）



体の動きを高める運動・実生活に生かす運動の計画の体系化
年 指導内容 例示

１
・２
学
年

ねらいに応じて，
体の柔らかさ，
巧みな動き，力
強い動き，動き
を持続する能
力を高めるた
めの運動を行う
とともに，それ
らを組み合わ
せること。

柔：大きくリズミカルに全身や体の各部位を振ったり，回したり，ねじったり，曲げ伸ばしたりす
ること。

柔：体の各部位をゆっくり伸展し，そのままの状態で約10 秒間維持すること。
巧：いろいろなフォームで様々な用具を用いて，タイミングよく跳んだり転がしたりすること。
巧：大きな動作で，ボールなどの用具を，力を調整して投げたり受けたりすること。
巧：人と組んだり，用具を利用したりしてバランスを保持すること。
巧・床やグラウンドに設定した様々な空間をリズミカルに歩いたり，走ったり，跳んだり，素早く

移動したりすること。
力：自己の体重を利用して腕や脚を屈伸したり，腕や脚を上げたり下ろしたり，同じ姿勢を維

持したりすること。
力：二人組で上体を起こしたり，脚を上げたり，背負って移動したりすること。
力：重い物を押したり，引いたり，投げたり，受けたり，振ったり，回したりすること。
持：走や縄跳びなどを，一定の時間や回数，又は，自己で決めた時間や回数を持続して行う

こと。
持：ステップやジャンプなど複数の異なる運動を組み合わせて，エアロビクスなどの有酸素運

動を時間や回数を決めて持続して行うこと。
組：体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるための運動の中

から一つのねらいを取り上げ，それを高めるための運動を効率よく組み合わせて行うこと。
組：体の柔らかさ，巧みな動き，力強い動き，動きを持続する能力を高めるための運動の中
から，ねらいが異なる運動をバランスよく組み合わせて行うこと。

３
学
年

ねらいに応じて，
健康の保持増
進や調和のと
れた体力の向
上を図るため
の運動の計画
を立て取り組む
こと。

○健康に生活するための体力の向上を図る運動の計画と実践
・運動不足の解消や体調維持のために，食事や睡眠などの生活習慣の改善も含め，休憩
時間や家庭などで日常的に行うことができるよう効率のよい組合せやバランスのよい組
合せで運動の計画を立てて取り組むこと。

○運動を行うための体力の向上を図る運動の計画と実践
・ 調和のとれた体力の向上を図ったり，選択した運動やスポーツの場面で必要とされる体
の動きを高めたりするために，効率のよい組合せやバランスのよい組合せで運動の計画
を立てて取り組むこと。

重点：持続
調和のとれ
た体力



実生活に生かす運動の計画の体系化

学年 指導内容 例示

入学
年次

ねらいに応
じて，健康の
保持増進や
調和のとれ

た体力の向
上を図るた
めの運動の
計画を立て
取り組むこと。

○健康に生活するための体力の向上を図る運動の計画と実践 ・運動不
足の解消や体調維持のために，食事や睡眠などの生活習慣の改善も
含め，休憩時間や家庭などで日常的に行うことができるよう効率のよい
組合せやバランスのよい組合せで運動の計画を立てて取り組むこと。
○運動を行うための体力の向上を図る運動の計画と実践 ・調和のとれた
体力の向上を図ったり，選択した運動やスポーツの場面で必 要とされる
体の動きを高めたりするために，効率のよい組合せやバランスの よい組
合せで運動の計画を立てて取り組むこと。

次の
年次
以降

自己のねら
いに応じて，
健康の保持
増進や調和

のとれた体
力の向上を
図るための
継続的な運
動の計画を
立て取り組
むこ と。

○自己のねらいに応じた実生活に生かす運動の計画と実践
・体調の維持などの健康の保持増進をねらいとして，ジョギングやエアロ
ビクスなどの有酸素運動，各種の体操などの施設や器具を用いず手軽
に行う運動例及び適切な食事や睡眠の管理の仕方を取り入れて，卒
業後も継続可能な手軽な運動の計画を立てて取り組むこと。
・ 生活習慣病の予防をねらいとして，「健康づくりのための身体活動基
準2013」(厚生労働省運動基準の改定に関する検討会平成 25 年 3 

月)などを参考に，卒業後も継続可能な手軽な運動の計画を立てて取り
組むこと。
・ 調和のとれた体力を高めることをねらいとして，体力測定の結果などを
参考に，定期的に運動の計画を見直して取り組むこと。
・ 競技力の向上及び競技で起こりやすいけがや疾病の予防をねらいとし
て，体力の構成要素を重点的に高めたり，特に大きな負荷のかかりや
すい部位のけがを予防したりする運動の組合せ例を取り入れて，定期
的に運動の計画を見直して取り組むこと。



小学校の「体つくり運動系」について

低学年 中学年 高学年
体ほぐしの運動遊び 体ほぐしの運動

多様な動きを

つくる運動遊び

多様な動きを

つくる運動

体の動きを

高める運動

基本的な動きを身に付ける 様々な動きを高める

気付き 関わり合い

心と体の変化に気付く 心と体の関係に気付く



中学校の「体つくり運動」について

１学年 ２学年 ３学年

体ほぐしの運動

体の動きを高める運動
実生活に生かす運動の

計画

・効率のよい組み合わせ

→一つのねらいの運動の組み合わせ

・バランスのよい組み合わせ

→ねらいの異なる運動の組み合わせ

運動の組み合わせ方を学ぶ
ねらいに応じた

運動の計画の立て方を学ぶ

気付き 関わり合い

心と体との関係や心身の状態に気付く
心と体は互いに影響し変化する

ことや心身の状態に気付く



効率の良い組み合わせ
（一つのねらいの運動を組み合わせる）

（中学校第１学年及び第２学年）



バランスのよい組み合わせ
（異なるねらいの運動を組み合わせる）

（中学校第１学年及び第２学年）

新学習指導要領に基づく中学校・高等学校向け「体つくり運動」「体育理論」
リーフレット（文部科学省）



効率の良い組み合わせの例 バランスの良い組み合わせの例



高等学校の「体つくり運動」について

入学年次 その次の年次 それ以降の年次

体ほぐしの運動

実生活に生かす運動の計画
○健康に生活するため
の体力の向上を図る運
動の計画と実践
○運動を行うための体力
の向上を図る運動の計
画と実践

○自己のねらいに応じた実生活に生かす

運動の計画と実践

ねらいに応じた
運動の計画の立て方を学ぶ

気付き 関わり合い

自己のねらいに応じた運動の計画の立て方を学ぶ

心と体は互いに影響し変化することや心身の状態に気付く



ねらいに応じた運動の計画を立てる
（中学校第３学年・高等学校入学年次）



自己のねらいに応じた実生活に生かす運動の計画を立てる
（中学校第３学年・高等学校入学年次）







実社会

幼児期

小学校

中学校

高等学校

系統的視点

・どこを担っているのか
・前後ではどのような指導がなさ
れているのか
・どの発達の段階なのか

◎運動遊びが苦手な児童への配慮の例

・ 回るなどの動きでバランスをとることが
苦手な児童には，できそうなところに目印
を置いて回ったり，軸になる足の位置に
輪を置いたりするなど，回りやすくする場
を設定するなどの配慮をする。



３６の
体の基本
的な動き

運動神経がよくなる本-「バランス」「移動」「操作」で身体は変わる！（中村 和彦 教授：山梨大学）



広がる技能差

幼児期

高等学校

中学校

小学校

・動きの経験の差

・運動経験の差

・領域選択の差



図１ 経済階層と子のスポーツクラブ所属パターン

図２ 両親の学歴と子のスポーツクラブ所属パターン

清水（2021）：大修館書店

生まれ育った環境
によって、すでに

運動・スポーツに関
わる格差が広がっ
ている。

800万円以上

400～
800万円未満

400万円未満

高卒以下

大卒以上

全ての児童・生徒に平等に
運動機会が保障できる

体育・保健体育の授業の重要性



幼小・小中・中高 校種間の接続
小学校 中学校 高等学校

１・２年 ３・４年 ５・６年 １・２年 ３年
入学
年次

次の
年次

それ
以降

体つくりの運
動遊び

体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動

器械・器具を
使っての運動
遊び

器械運動 器械運動 器械運動 器械運動 器械運動

走・跳の運動
遊び

走・跳の運動 陸上運動 陸上競技 陸上競技 陸上競技

水遊び 水泳運動 水泳運動 水泳 水泳 水泳

表現・リズム
遊び

表現運動 表現運動 ダンス ダンス ダンス

ゲーム ゲーム ボール運動 球技 球技 球技

武道 武道 武道

体育理論 体育理論

保健領域 保健分野 科目保健

幼稚園

３～４才 ４～５才 ５～６才

・明るく伸び伸びと行動し、充
実感を味わう。

・自分の体を十分に動かし、進
んで運動しようとする。

・健康、安全な生活に必要な習
慣や態度を身に付け、見通し
をもって行動する。

健康・安全な生活に必要な習
慣や態度を身に付ける

各種の運動の基礎を培う時期
心身の調和のとれた発達の礎
を培う時期

多くの領域の学習を経験する
時期

運動やスポーツに多様な形で関わる
ことができるようにする時期

校種間接続
校種間接続 校種間接続



○○さん上手に
回れていたけど何が
よかったのかな？

発問

手を思いきり
ふっていたよ！

一本の棒みたい
に回ってる！

思
考

こつ ポイントの共有知識

技
能

わたしは

これに気をつけて
やってみよう

ぼくは

これに気をつけ
てやってみよう

判
断 表

現



〇〇さんのやっているのを真似
してごらん。〇〇さんの手と足の
リズムがいいね。

学びの深まりをつくり出すため
の，児童が考える場面と教師が
教える場面をどのように組み立
てるか？

右，左，右，左，
交互に動かすとい
いよ！
いいぞその調子！
がんばれ！

動きや活動を止めずに



教師の指導、助言

友達からのアドバイス

学習資料、学習カード

友達の発言、発表

運動観察

これまでの知識・経験

学習カード
振り返りカード

身振り・手振り
動きながら

発話、発表、発言

アウトプット

「思考力、判断力、表現力」の育成
対話的な学び

インプット



「思考力、判断力、表現力等」が育成されている状態は？

確かに

なるほど

それよりも軸足が大事じ
ゃないかな？
体が後ろに逃げたら、重
心が下がって力が入らな
いよ。

かける足の位置が
大事だと思うわ

サッカーだって重心の軸
がしっかりしていないと
強いキックが蹴られない
んだよ。

だから重心を保つために
は軸足は、少し内側に向
けておく必要があるはず
。だって野球の盗塁だっ
て、どっちにも動けるよ
うに両足を内側に向けて
いるでしょ。

田村 学（２０１８）：「深い学び」 東洋館出版社 P.136-141

今日は重心、軸の大切さについて学んだ。
どのスポーツも一緒なんだと思う。

軸足や重心が
大切であるとい
う知識を、様々
な場面とつなげ
ている

＜中学校 武道（柔道）＞
【支え釣り込み足】

深い学び

軸足って他
の運動で大
事だよね。
何がある？

〇〇さんのフォローが
あったから学習がうまく

いったね。



試行錯誤 課題解決

知識 技能

学びに向かう力、人間性等

思考力

判断力

表現力等

密接な
つながり

資質・能力を身に付ける授業イメージ

三田部（2021）


